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東日本旅客鉄道株式会社 

株 式 会 社 Q 0 

                株式会社ジェイアール東日本企画 

 
JR 東日本旧秋田住吉町社宅 4 号棟を活用した 
「音漏れ apartment マーケット 2026」を実施します 

 ～音や気配が人をつなぐ。遊休不動産を活用した 2 日間限定の「縦型商店街」を実証～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 2025 年 3月廃止済 

※2 バイローカル：「ご近所資本主義」というコンセプトのもと、地域で生まれた価値を地域内で消費・共有することで、経済循環と担い

手の関係性を育て、持続可能な地域のあり方をつくる取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 東日本旅客鉄道株式会社（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：喜㔟 陽一、以下「JR東日本」）、

株式会社 Q0（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：林 千晶）、株式会社ジェイアール東日本

企画（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：石川 明彦）は秋田県秋田市にて、JR 東日本が所

有する旧秋田住吉町社宅 4号棟※1（以下、旧社宅）を活用した実証実験「音漏れ apartmentマー

ケット 2026」を行います。 

○ 本実証実験では、旧社宅を「縦型商店街」と捉え、地域事業者の出店や学生のサークル活動等に

より、「音漏れ」や「隣人の気配」を、「音や気配のにじみ」として前向きに捉え直し、人々の交

流を促すプログラムの実施を目指します。 

○ 旧社宅をバイローカル※2の拠点として暫定活用し、地域内で生まれた価値を地域内で循環させる

ことを目指し、地域住民、地域事業者、学生等の新たな交流や活動の創出を促し、将来的な遊休

不動産活用のあり方や持続的な運営モデルの検証を行います。 

※イベントをイメージしたキービジュアル 



１．実証実験の概要 

(１) 目的 

・JR東日本が保有する遊休不動産を活用し、地域事業者や学生、地域住民など多様なプレイヤーが交

わる地域の活動拠点の創出を目指します。 

・地域内で生まれた価値を地域内で消費・共有する「バイローカル」の考え方を取り入れ、地域の自

己肯定感の向上や持続可能な地域の豊かさの向上を目指します。 

・あわせて、遊休不動産の持続的な活用モデルの構築を目指します。 

 

(２) 検証内容 

・かつて JR社員の生活の場であった旧社宅を舞台に、地域事業者、学生、クリエイター等がそれぞれ

の部屋や屋外で活動を展開し、音楽演奏、飲食出店、ワークショップ、サークル活動など異なる営

みが同時に存在することで、楽器の音やコーヒーを淹れる音、会話の声、ものづくりに集う人の気

配など、多様な活動の様子が建物全体ににじみ出す空間を創出します。 

・こうした偶発的な刺激が来場者の回遊や滞在行動、新たな交流や地域への愛着形成にどのような影

響を与えるかを検証します。 

・また、地域内で生み出された価値を地域内で循環させる「バイローカル」の考え方を取り入れ、地

域事業者・学生・住民がゆるやかにつながるコミュニティ形成の可能性や、遊休不動産の新たな活

用モデル、賑わいの創出についても検証を行います。 

 

２．実施内容 

 (１) 実験場所 

秋田県秋田市手形住吉町 7-8 

JR東日本旧秋田住吉町社宅 4号棟 

※社宅内の一部居室および敷地内屋外スペースを活用し、 

実証実験を実施します。 

 

 (２) 実施期間 

2026年 10月 31日（土）～2026年 11 月 1日（日）の 2日間 

 

(３) イベント内容 

1日目：10月 31日（土）11:00～15:00 

2日目：11月 1日（日）11:00～15:00 

   ① 地域事業者による出店企画  

② 参加型ワークショップ企画  

③ 地域の活動場所提供 

詳細なプログラム・開催時間は決定次第、イベント公式 Instagram（※）でお知らせします。 

   ※URL：https://www.instagram.com/otomore_apartment/  

 

３．本取り組みについて 

 (１) 実証実験の枠組み 

   本実証は、WaaS 共創コンソーシアム※の実証テーマ「活動の気配がにじむ縦型商店街×バイローカ

ル」の取組みです。 

かつての団地や社宅では、「音を漏らさないこと」「他者の存在を感じさせないこと」を前提としてき

ました。その一方で、隣の部屋から聞こえるピアノの音や夕食の支度の気配、廊下で交わされる挨拶な

ど、さまざまな生活の営みが自然と共有されていました。近年、人口減少や地域コミュニティの希薄化

※JR 東日本旧秋田住吉町社宅 4 号棟 

https://jpn01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.instagram.com%2Fotomore_apartment%2F&data=05%7C02%7Ck-shirayama%40jreast.co.jp%7C7cc29487b0ee4d1ec78c08df1eb25183%7Cb230699217184f1c8d81e650c06ad00c%7C1%7C0%7C639263423352706602%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=CSJFpRqs6U6enkVBONmc%2F8Cj8mc30r7RuiBLBWznqe8%3D&reserved=0


が進むなか、人の活動や存在を完全に遮断するのではなく、「生活や活動の気配」が感じられる環境は、

新たな交流や地域への関心を生む可能性があります。 

本実証では、社宅という住宅ストックを活用し、音や匂い、人の流れなどの「気配」が重なり合う空

間を意図的に生み出すことで、新たな地域交流のあり方を探ります。 
※「WaaS 共創コンソーシアム」は、Well-beingな社会の実現に向けて、移動×空間価値の向上をめざすコンソーシアムです。 
   （https://www.jreast.co.jp/jrewcc/） 

 

(２) 実証実験メンバーと主な役割 

社名 主な役割 

東日本旅客鉄道株式会社 コンソーシアムの枠組提供・企画進行支援 

株式会社 Q0 実証企画・運営、バイローカルモデル構築  

株式会社ジェイアール東日本企画 地域連携支援、広報・PR、効果検証支援  

 

(３) 今後の展望 

    本実証を通じて、遊休不動産を活用した地域交流拠点の可能性や、地域内経済循環を生み出すバイロ

ーカルの仕組みについて検証を行います。今後は検証結果を踏まえ、旧社宅における継続的な活用の可

能性を検討するとともに、他の遊休不動産への展開可能性も視野に入れながら、地域と連携した持続可

能なまちづくりに取り組んでまいります。 

   

 

https://www.jreast.co.jp/jrewcc/

